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埼玉県南部保健医療圏『圏域別取組』の取組状況に関する御意見への対応状況 

 

今回資料№ 取組名 該当頁 御意見 御意見の内容 対応状況 

２ 精神疾患医療 P18 レイアウト（段落）

の修正 

○精神保健福祉相談・訪問支援体制の強化 

・精神保健福祉相談 電話4,898件 来所268件 訪問901件  

・精神保健福祉に関する専門相談の実施 年間19回 延べ27件  

・精神障害者訪問支援強化事業の実施  利用者数51人  

・若年者早期相談・支援事業の実施 利用者数302人  

・こころの健康に関する講座の実施（オンデマンド配信）年間2回実施  

①ゲートキーパー研修 

視聴回数 基礎編：3,390回 応用編：2,436回（R7.3.31時点） 

②気分障害について 

視聴回数 910回（R7.3.31時点）  

・家族教室の実施  

①統合失調症 3日間コース 延べ50人  

②アルコール依存症 3日間コース 延べ33人  

〇自殺予防対策事業の実施  

・ゲートキーパー研修 年間6回 延べ3,098人  

・リーフレット等の配布、メンタルヘルスチェックシステムの運用等の普 

及啓発、自殺未遂者支援、自殺対策庁内連絡会議実務者部会  

○地域生活支援体制の整備    

・こころサポーター養成講座 年間2回 80人  

・関係機関向け研修  年間1回 延べ10人  

○ひきこもり対策の推進 

・ひきこもり家族のつどい（研修会含む） 年間 12 回 延べ 131 人 

御指摘のとおり修正します。 

２ 感染症対策 P28「具体的な取組

とスケジュール」 

修正 （１）感染症 

・感染症発生動向調査 

御指摘のとおり修正します。 

資料１ 



2 

 

・HIV、性感染症検査 

・新興感染症に備えた実践型健康危機対処計画に基づく訓練の実施 

・南部医療圏感染対策地域連携の会への積極的な参加 

２ 感染症対策 P28「年度ごとの取

組実績」 

修正と追記 ・新興感染症に備えた健康危機対処計画に基づく訓練の実施 

防護服着脱訓練（毎月） 

医療機関と合同の実践型訓練（10月） 

追記 外部講師による研修（2月） 

御指摘のとおり修正します。 

２ 在宅医療の

推進 

P46「年度ごとの取

組実績」 

修正 個人名の記載は不要 御指摘のとおり修正します。 

３ 感染症対策 P26「具体的な取組

とスケジュール」 

修正と追記 （１）感染症 

・感染症発生動向調査 

・HIV、性感染症検査 

・新興感染症に備えた実践型健康危機対処計画に基づく訓練の実施 

追記・感染症担当者会議の開催 

・南部医療圏感染対策地域連携の会への積極的な参加 

御指摘のとおり修正します。 

３ 感染症対策 P.26「年度ごとの

取組計画」 

修正と追記 （１）感染症 

・感染症発生動向調査（通年） 

・HIV、性感染症検査 

通常検査：毎月1回実施（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎） 

休日検査：年1回休日に実施（HIV・梅毒） 

・新興感染症に備えた健康危機対処計画に基づく訓練の実施 

防護服着脱訓練（毎月） 

感染症業務訓練（７月） 

医療機関と合同の実践型訓練（10月） 

追記  外部講師による研修 

追記・感染症担当者会議の開催 

・南部医療圏感染対策地域連携の会への積極的な参加 

 

御指摘のとおり修正します。 
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３ 災害時医療 P32「具体的な取組

とスケジュール」 

追記 ・地域災害保健医療調整会議等の開催 

・災害時対応マニュアル等の策定 

・災害時医療に関する研修や訓練の実施 

・災害時医療連携体制の強化 

・災害時における保健衛生活動体制の整備 

・事業継続計画（ＢＣＰ）の策定 

・災害時小児周産期医療体制の整備 

追記・EMIS（広域災害救助医療情報システム）入力訓練の実施 

御指摘のとおり修正します。 

３ 災害時医療 P32「年度ごとの取

組計画」 

追記 ・市総合防災訓練「災害対策本部訓練」への参加 

・埼玉県版部地域保健医療圏・地域災害保健医療調整会議（平時版）への参加 

・市防災計画の改訂（令和６年度） 

・市防災計画に伴う市業務継続計画（ＢＣＰ）の改訂（令和７年度） 

・南部保健医療圏災害時小児周産期医療体制情報伝達訓練への参加 

・市保健医療調整本部の設置準備 

追記・新EMIS（広域災害救助医療情報システム）入力訓練の実施（令和７年度） 

御指摘のとおり修正します。 

３ 在宅医療の

推進 

P35「具体的な取組

とスケジュール」、 

「年度ごとの取組

計画」 

修正 在宅医療の現場には、介護保険対象者ばかりではなく、難病や障害者の方も生

活されている。障害の方々は相談支援専門員が支援している場合がある為、在

宅サポートセンターとして、障害の基幹型支援センターや地域の相談支援事業

所への普及もご検討いただきたいです 

御意見の趣旨を踏まえ、所要

の修正を行います（P35、P36）。 

３ 在宅医療の

推進 

P42「年度ごとの取

組計画」 

修正 個人名の記載は不要 御指摘のとおり修正します。 

 


